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市制施行７０周年記念事業として、発刊から今年で８０年と
なる新美南吉の童話「おぢいさんのランプ」を題材にした、
市民による創作ミュージカルを上演します。

●日時　１０月９日㈰午前１１時、午後3時
3０分（いずれも45分前に開場）
●会場　へきしんギャラクシープラザ
●定員　各4００人（先着）
●料金　１０００円（3歳未満は席が不要な場合のみ無料）
●チケット販売　７月１０日㈰からPassMarket(QRコー
ド参照)又は、日新堂書店（御幸本町）、cafe angora（花
ノ木町）、市観光案内所KEYPORTで販売
●問合せ　安城市観光協会事務局（商工課内／☎〈７１〉
２２35）、（一社）グランチャエンターテインメント事務局・
川内さん（☎０９０〈444０〉９２０７）

「ベスト オブ クラシック」公開収録
NHK名古屋放送局と市では、安城市制７０周年を記念して、「ベスト オブ クラシック」を実施します。
この番組では、第一線で活躍する演奏家のコンサートをお楽しみいただきます。

●日時　９月４日㈰午後２時5０分～５時（午後２時開場）
●会場　市民会館
●主催　NHK名古屋放送局、安城市
●出演予定　幸田浩子（ソプラノ）、藤

ふじ

満
みつ

健
けん

（ピアノ）
●観覧申込　８月3日㈬までに、以下の必要事項を記入して
往復はがき（必着）でNHK名古屋放送局「ベスト　オブ　クラシ
ック（安城市）」観覧係（〒4６１－８７２5住所不要）へ

「ベスト　オブ　クラシック」：㈪～㈮午後
７時3０分～９時１０分　〈FM〉放送日未定

「クラシック倶楽部」：㈪～㈮午前５時～
５時55分　〈BSプレミアム〉放送日未定

「クラシック倶楽部」：㈪～㈭午前６時～
６時55分　〈BS４K〉放送日未定
※ 決まり次第、NHK名古屋放
　送局HP等でお知らせします。

放送予定

明日がみんなを
まつてゐる
～おぢいさんのランプより～

みんなで創る「南吉市民ミュージカル」 童話「おぢいさんのランプ」は時代の流れ
に翻

ほん

弄
ろう

されつつも、諦めることなく時代
に合わせて道を切り開いていくお話で、
今の世とどこかリンクしているようにも
思えます。コロナ禍で人との関わりやみ
んなで何かをする機会が激減しています。
本公演のコンセプトは「みんなで創るミ
ュージカル」です。舞台を作る人、演じ
る人、それを見てくれる人、みんなが参
加者です。それぞれの関わり方で、楽し
んでいただけたら幸いです。

＜総合プロデューサー・国見華代子氏＞

※ 新型コロナウイルス感染症の状況により公演を中止する場合有。事情により出演者や演出等内容を変更する場合有。
※応募の際にいただいた情報は、抽選結果の連絡の他、NHKでは放送・イベント・配信事業の紹介やお知らせ、アンケート
　の送付、また、受信契約者情報との照合、受信料のお願いに使用する場合があります。
※その他の注意事項についてはNHK名古屋放送局HPを参照。

【往信用裏面】郵便番号、住所、氏名、電話番号、観覧希望
人数（２人まで）　

【返信用表面】郵便番号、住所、氏名　
【返信用裏面】記入不要（抽選結果を印刷します）
※ 未就学児の入場は不可。応募多数の場合は抽選。当選者に

は入場整理券を、落選者には落選通知を８月１７日㈬頃発送。
●問合せ　NHKエンタープライズ中部（☎０5２〈９5２〉７3８１ ／平
日午前１０時～午後６時）、市健幸=SDGs課（☎〈７１〉２２０4）

＜主演・鈴木友梨香氏＞
安城市にゆかりのある新美南吉の作品を
創作ミュージカルで上演できること、ま
たそんな作品に参加できることをうれし
く思います。学生から社会人等、年齢層

の広いキャストスタッフの
皆さんとひとつのゴールに
向かって励まし合い、笑顔
で公演を迎えられるよう、
一緒に頑張ります！
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　報道の主要ニュースが、コロナ禍からウク
ライナ情勢に入れ替わり久しくなります。皆
さんの手元に本紙が届く頃には、戦闘が終結
に向かっていることを祈っています。
　平和が長く続いた日本で、戦争と言えば第
二次世界大戦を連想しますが、その大戦から
７６年が過ぎており、戦時を生きた方々は少数
派となっておられます。今日、戦争を知る手
がかりは色あせた往時の記録類に頼るしかな
くなってきました。
　一方、情報化時代の戦争ではほぼリアルタ
イムに戦況が伝えられ、激戦地の凄惨さを実
感させられます。戦地からの報道に目を背け
たくなりますが、私は意識して直視に努めて
います。
　「怖いのは暴力に慣れるのが早いこと。そ
して敵を死ぬほど苦しめたり不幸にしたいと
思うようにもなる。それは正しいように思え
るけど、自分の苦しみを相手にも味わわせよ
うと考えること自体が恐ろしい」との激戦地
での女性の声に良心の呵

か
責
しゃく
を感じます。

　本市は微力を承知で安城市議会とともに

「ロシアによるウクライナ侵攻に対する抗議」
を決議しました。おそらく世界各地で同様の
行動がとられたことでしょうが、残念ながら
具体的な成果にはつながっていません。戦禍
に喘
あえ
ぐ庶民や戦士たちの絶叫、そして広がる

国際世論も、堅固な城塞の中で夢想を続ける
権力者に届かないという悲しい現実があるよ
うです。
　それでも、先の大戦も生き抜いたお婆さん
は瓦礫の中で「戦争の時代に大切なのは優し
さを持つこと、人を妬

ねた
まず恨まないこと」と

気丈に語りました。さらに、別の女性はウク
ライナ兵のことを「人間性を失うのは簡単だ
けど、一度失って後戻りはできない。終戦後、
彼らが家庭に帰り父として息子として普通の
暮らしに戻る時、人間性を保てるように何と
かせねばならない」と心配していました。
　まだ見えぬ戦後の暮らしも含め、世界は長
期展望に立った戦災復興支援を考えねばなら
ないと気づかされます。
引き続き世界平和を希
求し、私たち一人ひと
りに何ができるのかを
考え続けましょう。

神谷学市長
からの

メッセージ

ウクライナ避難民の
支援活動を行う葛西氏（右）

ウクライナ報道に見た傷心

あなたのくらしに役立つ情報をLINEで配信しています。
募集、イベント・講座、くらし・防災等のジャンル別に情報を受け取れます。

問▶秘書課広報広聴係（☎〈71〉2202）

市LINE公式アカウント

友だち募集中！

７月31日㈰までに友だち登録した人のうち、抽選で3000人にデンパーク
で使えるお買い物クーポン（500円分）が当たります。
※�既に友だち登録している人も対象。この機会にQRコード
から登録をお願いします。

 只今キャンペーン中！

表示
イメージです


